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中等部 高等学校

集後記編 後
　最近やっと涼しくなってきたが、昼間はまだ暑い。やはり地球が温暖化しているからだろうか。毎日毎日エアコンをつけ続
けている私たち人間のせいなのだな・・・と思う今日この頃。というわけで、勇気を出してエアコンのスイッチを消して３日目。
皆さんも地球に優しい生活を！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （Ｄ）

10月19日㈮　星河祭（体育の部）
10月20日㈯　星河祭（文化の部）
10月21日㈰　星河祭（文化の部）
10月22日㈪　振休（順延時　～2ｈ授業　3ｈ～準備）
10月23日㈫　（体育の部予備日）
10月24日㈬　（振休　予備日）
10月25日㈭　人権行事
10月27日㈯　自宅学習（オープンスクール）
10月29日㈪　朝礼
11月１日㈭　授業（～5ｈ）・建学記念式典（6ｈ～）　
11月２日㈮　建学記念の休日
11月３日㈯　文化の日
11月５日㈪ ～９日㈮
　　　　　 　忘れ物撲滅週間
11月８日㈭　立ち会い演説会(LHR)
11月10日㈯　自宅学習（プレテスト）
11月11日㈰　五木模試会場 (※３年総合進学は公開会場受験）
11月12日㈪　駿台模試（1～３年英数特進)　
11月14日㈬　授業参観（５・６ｈ）＜第３回　公開授業＞
11月17日㈯　人権教育
11月20日㈫　マラソン大会
11月23日㈮　勤労感謝の日
11月24日㈯　自宅学習（第２回入試説明会）
11月26日㈪　朝礼
12月３日㈪　後期中間試験
12月４日㈫　後期中間試験
12月５日㈬　後期中間試験　中２保健講話
12月６日㈭　1・2年授業（～3ｈ）　試験後学習サポート（～1/26）
12月７日㈮ ～ 11日㈫
　　　　　　 授業
12月12日㈬ ～ 15日㈯
 　　　　　　授業（～3h）　
12月17日㈪　授業（～3h）　午後：三者面談（該当者のみ）
12月18日㈫　授業（～3h）　午後：三者面談（該当者のみ）
12月19日㈬　合唱コンクールリハーサル
12月20日㈭　合唱コンクール
12月21日㈮　午前：全校集会
12月22日㈯　冬休み～
12月23日㈰　天皇誕生日
12月24日㈪　振替休日
12月29日㈯ ～ 31日㈪　
　　　　　　 学校閉鎖

10月・11月・１２月行事予定10月・11月・１２月行事予定

10月19日㈮　星河祭（体育の部）
10月20日㈯　星河祭（文化の部）
10月21日㈰　星河祭（文化の部）
10月22日㈪　振休（順延時　～2ｈ授業　3ｈ～準備）
10月23日㈫　（体育の部予備日）
10月24日㈬　（振休　予備日）
10月25日㈭　人権LHR
10月26日㈮　１年　高校現代文明論講演会（5ｈ）
10月27日㈯　自宅学習（オープンスクール）
10月31日㈬　１・２年進研記述模試　３年ベネッセ駿台マーク模試
11月１日㈭　授業（～5ｈ）・建学記念式典（6ｈ～）　
11月２日㈮　建学記念の休日
11月３日㈯　文化の日
11月６日㈫　音楽鑑賞会
11月８日㈭　立ち会い演説会(LHR)
11月10日㈯　土曜講座（17）
11月14日㈬　授業参観（５・６ｈ）＜第３回　公開授業＞
11月15日㈭ ～16日㈮
　　　　　　 １年高校現代文明論研修の旅
11月17日㈯　土曜講座（18）　自宅学習
11月20日㈫　マラソン大会
11月22日㈭　２年対象東海大学学部学科説明会12:55～16:00（5ｈ～）
11月23日㈮　勤労感謝の日
11月24日㈯　自宅学習（第２回入試説明会）
12月１日㈯ ～５日㈬
　　　　　　 後期中間試験 　３年卒業試験
12月６日㈭　1・2年授業（～3ｈ）
12月７日㈮　1・2年授業（～3ｈ）
　　　　　　 午後（12：30～）1・2年専門学校説明会
12月８日㈯　２年土曜講座（19）
12月10日㈪　全学年テスト返却日
12月11日㈫ ～ 14日㈮
　　　　　　 1・2年授業（～3ｈ）
12月15日㈯　２年土曜講座（20）　３年追試オリエンテーション14:00～
　　　　　　　　　　　　　　　　　午前：３年特別講座
12月17日㈪ ～ 19日㈬
　　　　　  　1・2年授業（～3h）　午後：三者面談
12月20日㈭　自宅学習・三者面談　　　  　   ３年追試
12月21日㈮　午前：全校集会　午後：三者面談
12月22日㈯　冬休み～
12月23日㈰　天皇誕生日
12月24日㈪　振替休日
12月29日㈯ ～ 31日㈪　
　　　　　　 学校閉鎖
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『今やるべきこと』
　５月も後半、春から夏への移ろいを感じる季節となりまし
た。日差しも強まり、草木はエネルギーを発散し、花をつけ、
鮮やかな緑を湛え、私たちに命の素晴しさと癒しを与えてく
れています。
　さて、学校では新入生を迎え、２ヶ月が過ぎました。行事
が立て込んだ当初のあわただしさもようやく落ち着き、平常
の学校生活が戻ってきました。
　中学・高校時代は生き方、考え方の基礎が養われる大切
な時であります。言葉や文字を覚え、「話す力」や「書く力」の
表現力を伸ばし、考える習慣を身に付け、あるいは、集団の
中の自分の役割を知り、ルールを守る大切さを学ぶかけが
えのない時期でもあります。
　また、肉体的、精神的に大人へと成長する時であり、｢子供
から大人への自立｣の時でもあります。一人ひとりの取り組む
姿勢によって、将来の人生が大きく変わってくると思います。
　今こそ、自分の将来を見つめて、何をすべきかを考え、可
能性を求めて何事にも積極的にチャレンジをし「新たな自分
発見」をして欲しいと思います。
　自分を高めようと思う信念をもって、自分の内側にある弱
気との戦いを続けてもらいたいと思います。
　「努力に勝る王道はなし」や「成さねばならぬ何事も、成ら
ぬは人の成さぬなりけり」は昔から語り伝えられた言葉です
が、皆さんにも、プラス思考で前向きに努力をする決意と覚
悟を新たにして欲しいと思います。
　社会で生き抜くための判断力や決断力、責任感、積極性、
協調性等を養うのが中学・高校時代であると思います。
　社会では「甘え」や「ごまかし」、「逃げ」は通用しません。独
り立ちして自分の人生を歩むためにも、常識や良識をわきま
えた、人から信頼される自分作りに早く目覚めて欲しいと思
います。

『自然の実りに学ぶ』

　私たちの生活に恩恵をもたらす自然の恵みは、春先に播
種された後、　　 つ 　

ゆ　どき梅雨
時 の長雨にうたれ、夏の強い日差しにさらされ、時には台
風の被害を受けながらも、過酷な自然の営みの中で成長し、
花をつけ、実を結び、秋晴れを迎える頃に深い味わいの美
味しさを生み出してくれます。
　人生もまさに同様だと思います。人はさまざまな経験や体
験を積み重ね、挫折や成功、屈辱や喜びを味わいながら成
長していきます。その時々に、どのように考え、どう対応する
かで、その人の将来が大きく左右されます。挫折や苦労、努
力を糧として、「心優しい人間性豊かな人」になる場合もあ
れば、努力もせずに「独りよがり」なまま大人になる人もいる
ことでしょう。
　皆さんには「実るほど、頭を垂れる稲穂かな」的な人に育
って欲しいと願っています。

『学校生活で身に付けること』
　中学校や高等学校での生活は、知的な訓練や生活訓練
の場であり、社会に出るための準備期間だと思います。基本
的な生活習慣を身に付け、人権意識を養ってこそ、社会で人
の信頼を得るべき人に成長できると思います。そこで、皆さ
んにも、長い人生の中で学校生活の持つ意義を考えて欲し
いと思います。基本は次のようなことだと思います。
㈰学習に対する姿勢
　「教養を身に付けるのは勿論ですが、内容を暗記する
ためだけに学ぶのではなく、学ぶことによって得た応用力
を人生に生かすことが目的」であると思います。授業中の
理解と家庭での反復演習が「実力」として積み重ねられる。

㈪集団生活の中での役割を学ぶ
　学校は集団生活の場である。従って、集団の役割と個人
の役割を学ぶ所となる。
・ ルールを守る姿勢を養う。
・ 個人と集団の役割の違いを学ぶ。

校 長 　松 岡 　 哲

副校長　白 川 裕 久

　いよいよ、後期がスタートしまし

た。ようやく、うだるような暑い夏も終わり、過ごし

やすい季節になりました。さて前期の成績は満足のい

くものでしたか。小学校から中学校へ、中学校から高

校へ、更に学年のステップアップに伴う大きな変化の

中で、大いなる成果を上げることができましたか。特

に高校３年生は大事な進路決定に向けてのワンステッ

プの時期であり、目標は達成できたでしょうか。満足

いく結果を収めることができたでしょうか。

　昔から「読み、書き、そろばん（計算）」といわれ、

江戸時代には「寺子屋」で勉強することもありまし

たが、それぞれ家族の中でもまれて生きていくため

に身につけていったことでした。その後は「学校」

という形で進んできました。「なぜ、勉強をするの

か。」の答えは「社会人として成長するための準備、

その様々な目標に向けて、自らの生活基盤を確立

し、社会的地位を確保する（評価を得る）人間に成

長する。」上で大事であるからだと思います。

　今、皆さんは、社会やご両親や周りの影響を受け

て漠然でも何かを考えていると思います。社会はめ

まぐるしくおよそ10年単位で基幹産業が変わってき

ました。1950年代炭鉱、鉄鋼（鉄鉱石を熔解し、鉄・

鋼を作り出す）。60年代高速道路・新幹線、建設ラッ

シュ。70年代自動車産業、電気。80年代石油化学工業。

90年代情報コンピュータ（ハード分野）。21世紀バ

イオテクノロジー（生物化学工業）の発展など。

　今、未来的スケールで新生東海大学が「組み込み

ソフトウエア」情報通信分野を提唱しております。

その新拠点を東京・高輪に、産業界のニーズに対応

した人材育成を目指しています。大いに参考にして

ほしいことです。

　今こそ、若さ溢れる、そして新鮮な頭脳を大い

に鍛えてほしいと思います。勉強・学習は習慣がつ

いたら「しめたもの」、自信がつけば倍の意欲と力

を発揮することができます。

受験生には、オープンスクールやプレテスト（中等部）に参加して仰星を体感してもらいます。また、仰星の教育内

容をより詳しく知っていただくために、生徒による施設案内や吹奏楽のミニコンサート、中等部ではプレテスト解説会、

高校では入試解説会を実施するなど、趣向を凝らした説明会を開催しています。

中　等　部 高　校

オープンスクール 10月27日㈯   9：30 オープンスクール 10月27日㈯ 14：00

プレテスト 11月10日㈯ 入試説明会 11月24日㈯ 14：00

入試説明会 11月24日㈯   9：30

生徒募集対策室より



下記の説明会の実施について、ご案内申し上げます。
参加につきましては、事前に各学級担任までご連絡下さい。よろしくお願い申し上げます。

　　
東海大学「学部・学科説明会」実施要項

1．目　的：東海大学をより深く理解し、東海大学で学びたいという意欲を高め、さらに学部・学科の内容を詳細に
　　　　　  知ることにより、進路選択に役立てる。
2．実施日：2007年11月22日㈭　13：00～ 14：45
3．会　場：【仰星高等学校】　各教室、視聴覚教室、多目的教室、進路指導室等
4．出席者（東海大学：20学部）
　　●東海大学
　　　文学部、政治経済学部、総合経営学部、法学部、教養学部、国際文化学部、理学部、情報理工学部、情報通信学部、
　　　工学部、芸術工学部、産業工学部、開発工学部、海洋学部、生物理工学部、農学部、体育学部、医学部、
　　　健康科学部
　　●短期大学部（静岡校舎）
　　●福岡短期大学
　　●HTIC
5．対　象：東海大学付属仰星高等学校２年生（310 名）と１・２学年保護者
6．当日の日程及び内容
　　　　
　　（１）13：00～ 13：40　　「統合東海大学説明」講堂
　　　  （13：40 ～ 14：00　生徒移動、会場準備）
　　（２）14：00～ 14：45　　各学部別 説明会（各会場）

説明会のお知らせ説明会のお知らせ≪星河祭体育の部見所≫
　2007年度星河祭体育の部が、来る10月19日㈮に文化の部に先がけて行われます。
　競技種目は例年通りですが、今年度は中等部がクラス数の関係から、桃色と緑の２団に編成されました。また、
昨年教員対保護者の「玉入れ転がし」が大変盛り上がりましたが、リベンジに燃える保護者側からの申し入れ
により、今年度は「綱引き」に変更されました。種目の変更を快く受け入れた教員側の返り討ちになるか・・・
決戦をお楽しみに。
　生徒は個人種目と団体種目にエントリーを終え、後は本番を待つばかりとなりました。
　男らしく豪快な「のぼり棒」や「棒引き」、動きはありませんが「マッスルパワー」は体力と精神力の見せ所、
ユーモラスな動きにも人気があります。
　女子の「鉄女レース」は顔を真っ白にしながら、なりふり構わないレースぶりに人気があります。
　大会の華「クラス対抗リレー」や「団対抗リレー」はエースによる順位の入れ替わりが醍醐味です。しかし、
何と言っても団結が１番、今年の優勝チームは果たしてどこでしょうか。
　中等部では１年「40人41脚」、２年「皆でジャンプ」、３年「全員リレー」に早朝練習までして、レベルアッ
プしたパフォーマンスを期待してください。
　各団の団長は高校の黄団・田中康志、白団・長田修平、赤団・山下哲平、青団・大川雅樹の４人、中等部は緑団・
本山輝明、桃団・金森光司です。それぞれリーダーシップを発揮して、チームを勝利に導いてください。頑張れ各
団！目指せ優勝！
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研究主任　宇都口 英樹
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　11月６日（火）大阪市福島区のザ・シンフォニーホールで高校音楽鑑賞会を行います。毎年恒例のこの行事は、
普段あまり聴く機会のないオーケストラの演奏会を一流のオーケストラ、指揮者で聴ける！ということで生徒も大
変楽しみにしている行事です。今年は管弦楽に大阪フィルハーモニー管弦楽団、指揮者に国内外でご活躍の現田
茂夫さんを迎えての演奏会です。どんな演奏会になるか今から楽しみです。

　11月15・16日の１泊２日で高校１年生対象に「高校現代文明論研修の旅」を実施します。
　この行事は、１日目に東海大学のメインキャンパスである湘南校舎、医学部・健康科学部がある伊勢原校舎を、
２日目に静岡県にある海洋学部、開発工学部、短期大学部静岡校舎を訪問し、全体で85研究室を開放して頂いて、
高校１年生約310名が研究室体験を通して、大学の社会的使命や貢献を理解し、将来の進路選択の一助となるよ
うに実施しています。
　今年で４回目を迎え、年々充実した内容になっております。特にこの行事は、平成17年度、18年度に新たな高大
連携教育のあり方を提言した先進的な取り組みであるとして、文部科学省から「教育改革推進モデル事業」に採択
されました。
　生徒達は９月から約１ヶ月半をかけて、大学から送られてきた事前学習課題に取り組み、レポートを作成します。
このレポート作成の事前学習を通して研究室体験に必要な知識を蓄えて行事に臨みます。そして、帰校後も体験し
た研修成果をレポートにまとめて提出し、年度末には「研修報告書」を発刊致します。

高校音楽鑑賞会高校音楽鑑賞会

高校現代文明論研修の旅について高校現代文明論研修の旅についてスラク 企　画 場　所 スラク 企　画 場　所

中
等
部

１年A組 ピタゴラスイッチ １－Ａ教室

高
等
部

２年４組 バルーンアート メディアセンター前
１年B組 おもしろ展示会 １－Ｂ教室 ２年５組 スーパーボ－ルすくい ライトコート
１年C組 自作映画 １－Ｃ教室 ２年６組 ヨーヨー釣り ライトコート
１年D組 西遊記 ３－８教室 ２年７組 カステラ愛す 昇降口前
２年A組 トリック ２－Ｂ・２－Ｃ ２年８組 ワッフル 昇降口前
２年B組 映画 ２－Ａ教室 ３年１組 カラオケ ３－１教室
２年C組 ダンス 講堂 ３年２組 チョコバナナ 昇降口前
３年A組 ダンス 講堂 ３年３組 いもバター 昇降口前
３年B組 ダンス 講堂 ３年４組 クレープ 昇降口前
３年C組 ダンス・展示 講堂・３－Ｃ ３年５組 たません 昇降口前
保健委員会 展示 ３－Ｂ教室 ３年６組 カキ氷 昇降口前
科学部 展示 理科教室 ３年７組 たこやき 昇降口前
国語科 展示 ２－４・２－５ ３年８組 アイスドッグ 昇降口前
鉄道研究 展示 小教室１ ３年９組 チュロス 昇降口前

高
等
部

１年２組 しゃぼん玉 ２－６教室
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保健委員会 展示 ３－２教室
１年３組 写真アート ３－５教室 図書委員会 古本市 ３－９教室
１年４組 フランクフルト 昇降口前 吹奏楽部 吹奏楽コンサート 講堂
１年５組 バルーンアート ３－Ａ教室 放送部 放送喫茶 ２－２教室
１年６組 ダンス 講堂 写真部 写真展示 ２－１教室
１年７組 劇 講堂 コンピュータ部 展示 ･ゲーム １－Ｄ教室
１年８組 映画 視聴覚室 美術・イラスト部 星展 ３－３・３－４
２年２組 写真で写真 ３－６教室 茶華道部 和風喫茶『凛』 ３－７教室
２年３組 射的 ２－３教室 合唱同好会 合唱 講堂

テーマ　高　校 ： 祭り～ This is our festival ～
　　　　中等部： Hava a shining time!
　前期の期末試験も終わり、暑さも和らぎ勉強もスポーツも活気出る時期になってきました。そんな中、いよ
いよ仰星で一番のイベントである星河祭が近づいできました。各クラス着々と準備を始め、本番に備えており
ます。今年も大いに盛り上がるイベントにしましょう！

第２５回仰星　星河祭



下記の説明会の実施について、ご案内申し上げます。
参加につきましては、事前に各学級担任までご連絡下さい。よろしくお願い申し上げます。

　　
東海大学「学部・学科説明会」実施要項

1．目　的：東海大学をより深く理解し、東海大学で学びたいという意欲を高め、さらに学部・学科の内容を詳細に
　　　　　  知ることにより、進路選択に役立てる。
2．実施日：2007年11月22日㈭　13：00～ 14：45
3．会　場：【仰星高等学校】　各教室、視聴覚教室、多目的教室、進路指導室等
4．出席者（東海大学：20学部）
　　●東海大学
　　　文学部、政治経済学部、総合経営学部、法学部、教養学部、国際文化学部、理学部、情報理工学部、情報通信学部、
　　　工学部、芸術工学部、産業工学部、開発工学部、海洋学部、生物理工学部、農学部、体育学部、医学部、
　　　健康科学部
　　●短期大学部（静岡校舎）
　　●福岡短期大学
　　●HTIC
5．対　象：東海大学付属仰星高等学校２年生（310 名）と１・２学年保護者
6．当日の日程及び内容
　　　　
　　（１）13：00～ 13：40　　「統合東海大学説明」講堂
　　　  （13：40 ～ 14：00　生徒移動、会場準備）
　　（２）14：00～ 14：45　　各学部別 説明会（各会場）

説明会のお知らせ説明会のお知らせ≪星河祭体育の部見所≫
　2007年度星河祭体育の部が、来る10月19日㈮に文化の部に先がけて行われます。
　競技種目は例年通りですが、今年度は中等部がクラス数の関係から、桃色と緑の２団に編成されました。また、
昨年教員対保護者の「玉入れ転がし」が大変盛り上がりましたが、リベンジに燃える保護者側からの申し入れ
により、今年度は「綱引き」に変更されました。種目の変更を快く受け入れた教員側の返り討ちになるか・・・
決戦をお楽しみに。
　生徒は個人種目と団体種目にエントリーを終え、後は本番を待つばかりとなりました。
　男らしく豪快な「のぼり棒」や「棒引き」、動きはありませんが「マッスルパワー」は体力と精神力の見せ所、
ユーモラスな動きにも人気があります。
　女子の「鉄女レース」は顔を真っ白にしながら、なりふり構わないレースぶりに人気があります。
　大会の華「クラス対抗リレー」や「団対抗リレー」はエースによる順位の入れ替わりが醍醐味です。しかし、
何と言っても団結が１番、今年の優勝チームは果たしてどこでしょうか。
　中等部では１年「40人41脚」、２年「皆でジャンプ」、３年「全員リレー」に早朝練習までして、レベルアッ
プしたパフォーマンスを期待してください。
　各団の団長は高校の黄団・田中康志、白団・長田修平、赤団・山下哲平、青団・大川雅樹の４人、中等部は緑団・
本山輝明、桃団・金森光司です。それぞれリーダーシップを発揮して、チームを勝利に導いてください。頑張れ各
団！目指せ優勝！

（2）第 23 号 2007年（平成19年）10月16日発行天 の 川 （3）第 23 号2007年（平成19年）10月16日発行 天 の 川

研究主任　宇都口 英樹
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　11月６日（火）大阪市福島区のザ・シンフォニーホールで高校音楽鑑賞会を行います。毎年恒例のこの行事は、
普段あまり聴く機会のないオーケストラの演奏会を一流のオーケストラ、指揮者で聴ける！ということで生徒も大
変楽しみにしている行事です。今年は管弦楽に大阪フィルハーモニー管弦楽団、指揮者に国内外でご活躍の現田
茂夫さんを迎えての演奏会です。どんな演奏会になるか今から楽しみです。

　11月15・16日の１泊２日で高校１年生対象に「高校現代文明論研修の旅」を実施します。
　この行事は、１日目に東海大学のメインキャンパスである湘南校舎、医学部・健康科学部がある伊勢原校舎を、
２日目に静岡県にある海洋学部、開発工学部、短期大学部静岡校舎を訪問し、全体で85研究室を開放して頂いて、
高校１年生約310名が研究室体験を通して、大学の社会的使命や貢献を理解し、将来の進路選択の一助となるよ
うに実施しています。
　今年で４回目を迎え、年々充実した内容になっております。特にこの行事は、平成17年度、18年度に新たな高大
連携教育のあり方を提言した先進的な取り組みであるとして、文部科学省から「教育改革推進モデル事業」に採択
されました。
　生徒達は９月から約１ヶ月半をかけて、大学から送られてきた事前学習課題に取り組み、レポートを作成します。
このレポート作成の事前学習を通して研究室体験に必要な知識を蓄えて行事に臨みます。そして、帰校後も体験し
た研修成果をレポートにまとめて提出し、年度末には「研修報告書」を発刊致します。

高校音楽鑑賞会高校音楽鑑賞会

高校現代文明論研修の旅について高校現代文明論研修の旅についてスラク 企　画 場　所 スラク 企　画 場　所

中
等
部

１年A組 ピタゴラスイッチ １－Ａ教室

高
等
部

２年４組 バルーンアート メディアセンター前
１年B組 おもしろ展示会 １－Ｂ教室 ２年５組 スーパーボ－ルすくい ライトコート
１年C組 自作映画 １－Ｃ教室 ２年６組 ヨーヨー釣り ライトコート
１年D組 西遊記 ３－８教室 ２年７組 カステラ愛す 昇降口前
２年A組 トリック ２－Ｂ・２－Ｃ ２年８組 ワッフル 昇降口前
２年B組 映画 ２－Ａ教室 ３年１組 カラオケ ３－１教室
２年C組 ダンス 講堂 ３年２組 チョコバナナ 昇降口前
３年A組 ダンス 講堂 ３年３組 いもバター 昇降口前
３年B組 ダンス 講堂 ３年４組 クレープ 昇降口前
３年C組 ダンス・展示 講堂・３－Ｃ ３年５組 たません 昇降口前
保健委員会 展示 ３－Ｂ教室 ３年６組 カキ氷 昇降口前
科学部 展示 理科教室 ３年７組 たこやき 昇降口前
国語科 展示 ２－４・２－５ ３年８組 アイスドッグ 昇降口前
鉄道研究 展示 小教室１ ３年９組 チュロス 昇降口前

高
等
部

１年２組 しゃぼん玉 ２－６教室
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保健委員会 展示 ３－２教室
１年３組 写真アート ３－５教室 図書委員会 古本市 ３－９教室
１年４組 フランクフルト 昇降口前 吹奏楽部 吹奏楽コンサート 講堂
１年５組 バルーンアート ３－Ａ教室 放送部 放送喫茶 ２－２教室
１年６組 ダンス 講堂 写真部 写真展示 ２－１教室
１年７組 劇 講堂 コンピュータ部 展示 ･ゲーム １－Ｄ教室
１年８組 映画 視聴覚室 美術・イラスト部 星展 ３－３・３－４
２年２組 写真で写真 ３－６教室 茶華道部 和風喫茶『凛』 ３－７教室
２年３組 射的 ２－３教室 合唱同好会 合唱 講堂

テーマ　高　校 ： 祭り～ This is our festival ～
　　　　中等部： Hava a shining time!
　前期の期末試験も終わり、暑さも和らぎ勉強もスポーツも活気出る時期になってきました。そんな中、いよ
いよ仰星で一番のイベントである星河祭が近づいできました。各クラス着々と準備を始め、本番に備えており
ます。今年も大いに盛り上がるイベントにしましょう！
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中等部 高等学校

集後記編 後
　最近やっと涼しくなってきたが、昼間はまだ暑い。やはり地球が温暖化しているからだろうか。毎日毎日エアコンをつけ続
けている私たち人間のせいなのだな・・・と思う今日この頃。というわけで、勇気を出してエアコンのスイッチを消して３日目。
皆さんも地球に優しい生活を！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （Ｄ）

10月19日㈮　星河祭（体育の部）
10月20日㈯　星河祭（文化の部）
10月21日㈰　星河祭（文化の部）
10月22日㈪　振休（順延時　～2ｈ授業　3ｈ～準備）
10月23日㈫　（体育の部予備日）
10月24日㈬　（振休　予備日）
10月25日㈭　人権行事
10月27日㈯　自宅学習（オープンスクール）
10月29日㈪　朝礼
11月１日㈭　授業（～5ｈ）・建学記念式典（6ｈ～）　
11月２日㈮　建学記念の休日
11月３日㈯　文化の日
11月５日㈪ ～９日㈮
　　　　　 　忘れ物撲滅週間
11月８日㈭　立ち会い演説会(LHR)
11月10日㈯　自宅学習（プレテスト）
11月11日㈰　五木模試会場 (※３年総合進学は公開会場受験）
11月12日㈪　駿台模試（1～３年英数特進)　
11月14日㈬　授業参観（５・６ｈ）＜第３回　公開授業＞
11月17日㈯　人権教育
11月20日㈫　マラソン大会
11月23日㈮　勤労感謝の日
11月24日㈯　自宅学習（第２回入試説明会）
11月26日㈪　朝礼
12月３日㈪　後期中間試験
12月４日㈫　後期中間試験
12月５日㈬　後期中間試験　中２保健講話
12月６日㈭　1・2年授業（～3ｈ）　試験後学習サポート（～1/26）
12月７日㈮ ～ 11日㈫
　　　　　　 授業
12月12日㈬ ～ 15日㈯
 　　　　　　授業（～3h）　
12月17日㈪　授業（～3h）　午後：三者面談（該当者のみ）
12月18日㈫　授業（～3h）　午後：三者面談（該当者のみ）
12月19日㈬　合唱コンクールリハーサル
12月20日㈭　合唱コンクール
12月21日㈮　午前：全校集会
12月22日㈯　冬休み～
12月23日㈰　天皇誕生日
12月24日㈪　振替休日
12月29日㈯ ～ 31日㈪　
　　　　　　 学校閉鎖

10月・11月・１２月行事予定10月・11月・１２月行事予定

10月19日㈮　星河祭（体育の部）
10月20日㈯　星河祭（文化の部）
10月21日㈰　星河祭（文化の部）
10月22日㈪　振休（順延時　～2ｈ授業　3ｈ～準備）
10月23日㈫　（体育の部予備日）
10月24日㈬　（振休　予備日）
10月25日㈭　人権LHR
10月26日㈮　１年　高校現代文明論講演会（5ｈ）
10月27日㈯　自宅学習（オープンスクール）
10月31日㈬　１・２年進研記述模試　３年ベネッセ駿台マーク模試
11月１日㈭　授業（～5ｈ）・建学記念式典（6ｈ～）　
11月２日㈮　建学記念の休日
11月３日㈯　文化の日
11月６日㈫　音楽鑑賞会
11月８日㈭　立ち会い演説会(LHR)
11月10日㈯　土曜講座（17）
11月14日㈬　授業参観（５・６ｈ）＜第３回　公開授業＞
11月15日㈭ ～16日㈮
　　　　　　 １年高校現代文明論研修の旅
11月17日㈯　土曜講座（18）　自宅学習
11月20日㈫　マラソン大会
11月22日㈭　２年対象東海大学学部学科説明会12:55～16:00（5ｈ～）
11月23日㈮　勤労感謝の日
11月24日㈯　自宅学習（第２回入試説明会）
12月１日㈯ ～５日㈬
　　　　　　 後期中間試験 　３年卒業試験
12月６日㈭　1・2年授業（～3ｈ）
12月７日㈮　1・2年授業（～3ｈ）
　　　　　　 午後（12：30～）1・2年専門学校説明会
12月８日㈯　２年土曜講座（19）
12月10日㈪　全学年テスト返却日
12月11日㈫ ～ 14日㈮
　　　　　　 1・2年授業（～3ｈ）
12月15日㈯　２年土曜講座（20）　３年追試オリエンテーション14:00～
　　　　　　　　　　　　　　　　　午前：３年特別講座
12月17日㈪ ～ 19日㈬
　　　　　  　1・2年授業（～3h）　午後：三者面談
12月20日㈭　自宅学習・三者面談　　　  　   ３年追試
12月21日㈮　午前：全校集会　午後：三者面談
12月22日㈯　冬休み～
12月23日㈰　天皇誕生日
12月24日㈪　振替休日
12月29日㈯ ～ 31日㈪　
　　　　　　 学校閉鎖
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『今やるべきこと』
　５月も後半、春から夏への移ろいを感じる季節となりまし
た。日差しも強まり、草木はエネルギーを発散し、花をつけ、
鮮やかな緑を湛え、私たちに命の素晴しさと癒しを与えてく
れています。
　さて、学校では新入生を迎え、２ヶ月が過ぎました。行事
が立て込んだ当初のあわただしさもようやく落ち着き、平常
の学校生活が戻ってきました。
　中学・高校時代は生き方、考え方の基礎が養われる大切
な時であります。言葉や文字を覚え、「話す力」や「書く力」の
表現力を伸ばし、考える習慣を身に付け、あるいは、集団の
中の自分の役割を知り、ルールを守る大切さを学ぶかけが
えのない時期でもあります。
　また、肉体的、精神的に大人へと成長する時であり、｢子供
から大人への自立｣の時でもあります。一人ひとりの取り組む
姿勢によって、将来の人生が大きく変わってくると思います。
　今こそ、自分の将来を見つめて、何をすべきかを考え、可
能性を求めて何事にも積極的にチャレンジをし「新たな自分
発見」をして欲しいと思います。
　自分を高めようと思う信念をもって、自分の内側にある弱
気との戦いを続けてもらいたいと思います。
　「努力に勝る王道はなし」や「成さねばならぬ何事も、成ら
ぬは人の成さぬなりけり」は昔から語り伝えられた言葉です
が、皆さんにも、プラス思考で前向きに努力をする決意と覚
悟を新たにして欲しいと思います。
　社会で生き抜くための判断力や決断力、責任感、積極性、
協調性等を養うのが中学・高校時代であると思います。
　社会では「甘え」や「ごまかし」、「逃げ」は通用しません。独
り立ちして自分の人生を歩むためにも、常識や良識をわきま
えた、人から信頼される自分作りに早く目覚めて欲しいと思
います。

『自然の実りに学ぶ』

　私たちの生活に恩恵をもたらす自然の恵みは、春先に播
種された後、　　 つ 　

ゆ　どき梅雨
時 の長雨にうたれ、夏の強い日差しにさらされ、時には台
風の被害を受けながらも、過酷な自然の営みの中で成長し、
花をつけ、実を結び、秋晴れを迎える頃に深い味わいの美
味しさを生み出してくれます。
　人生もまさに同様だと思います。人はさまざまな経験や体
験を積み重ね、挫折や成功、屈辱や喜びを味わいながら成
長していきます。その時々に、どのように考え、どう対応する
かで、その人の将来が大きく左右されます。挫折や苦労、努
力を糧として、「心優しい人間性豊かな人」になる場合もあ
れば、努力もせずに「独りよがり」なまま大人になる人もいる
ことでしょう。
　皆さんには「実るほど、頭を垂れる稲穂かな」的な人に育
って欲しいと願っています。

『学校生活で身に付けること』
　中学校や高等学校での生活は、知的な訓練や生活訓練
の場であり、社会に出るための準備期間だと思います。基本
的な生活習慣を身に付け、人権意識を養ってこそ、社会で人
の信頼を得るべき人に成長できると思います。そこで、皆さ
んにも、長い人生の中で学校生活の持つ意義を考えて欲し
いと思います。基本は次のようなことだと思います。
㈰学習に対する姿勢
　「教養を身に付けるのは勿論ですが、内容を暗記する
ためだけに学ぶのではなく、学ぶことによって得た応用力
を人生に生かすことが目的」であると思います。授業中の
理解と家庭での反復演習が「実力」として積み重ねられる。

㈪集団生活の中での役割を学ぶ
　学校は集団生活の場である。従って、集団の役割と個人
の役割を学ぶ所となる。
・ ルールを守る姿勢を養う。
・ 個人と集団の役割の違いを学ぶ。

校 長 　松 岡 　 哲

副校長　白 川 裕 久

　いよいよ、後期がスタートしまし

た。ようやく、うだるような暑い夏も終わり、過ごし

やすい季節になりました。さて前期の成績は満足のい

くものでしたか。小学校から中学校へ、中学校から高

校へ、更に学年のステップアップに伴う大きな変化の

中で、大いなる成果を上げることができましたか。特

に高校３年生は大事な進路決定に向けてのワンステッ

プの時期であり、目標は達成できたでしょうか。満足

いく結果を収めることができたでしょうか。

　昔から「読み、書き、そろばん（計算）」といわれ、

江戸時代には「寺子屋」で勉強することもありまし

たが、それぞれ家族の中でもまれて生きていくため

に身につけていったことでした。その後は「学校」

という形で進んできました。「なぜ、勉強をするの

か。」の答えは「社会人として成長するための準備、

その様々な目標に向けて、自らの生活基盤を確立

し、社会的地位を確保する（評価を得る）人間に成

長する。」上で大事であるからだと思います。

　今、皆さんは、社会やご両親や周りの影響を受け

て漠然でも何かを考えていると思います。社会はめ

まぐるしくおよそ10年単位で基幹産業が変わってき

ました。1950年代炭鉱、鉄鋼（鉄鉱石を熔解し、鉄・

鋼を作り出す）。60年代高速道路・新幹線、建設ラッ

シュ。70年代自動車産業、電気。80年代石油化学工業。

90年代情報コンピュータ（ハード分野）。21世紀バ

イオテクノロジー（生物化学工業）の発展など。

　今、未来的スケールで新生東海大学が「組み込み

ソフトウエア」情報通信分野を提唱しております。

その新拠点を東京・高輪に、産業界のニーズに対応

した人材育成を目指しています。大いに参考にして

ほしいことです。

　今こそ、若さ溢れる、そして新鮮な頭脳を大い

に鍛えてほしいと思います。勉強・学習は習慣がつ

いたら「しめたもの」、自信がつけば倍の意欲と力

を発揮することができます。

受験生には、オープンスクールやプレテスト（中等部）に参加して仰星を体感してもらいます。また、仰星の教育内

容をより詳しく知っていただくために、生徒による施設案内や吹奏楽のミニコンサート、中等部ではプレテスト解説会、

高校では入試解説会を実施するなど、趣向を凝らした説明会を開催しています。

中　等　部 高　校

オープンスクール 10月27日㈯   9：30 オープンスクール 10月27日㈯ 14：00

プレテスト 11月10日㈯ 入試説明会 11月24日㈯ 14：00

入試説明会 11月24日㈯   9：30

生徒募集対策室より




